
バックリンクコレクターPro 
全機能の詳細説明 

1 



バックリンクコレクターProの機能について 

バックリンクコレクターProでは、ライバルサイトのバックリンクがどのくらいあるかを 
調べるだけではなく、そのサイトからの発リンク数やドメイン全体のバックリンク数、 
Google PageRankなど様々な情報を任意で調べることができます。 
 
また、バックリンク情報を調べるときに何件まで取得を行うか、など 
自分で使いやすいように設定をすることも可能です。 
 
 
このマニュアルでは、バックリンクコレクターでできる機能を解説していきます。 
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基本的な使い方 

3 



情報取得の流れ 
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①解析する情報を設定する 
②キーワードを入力してキーワード追加をクリック（Enterキーでも可） 
③キーワードが追加されたのを確認して取得開始をクリック 
④ライバルサイトの情報を確認する 

② 

③ 

① 

④ 



調べたデータを再確認したい場合 
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初期設定では、調べたデータを自動的に 
キーワードごとに保存するようになっています。 
 

改めて情報を確認する場合には、 
ツール上のボタンをクリックしてフォルダを開き 
内容を確認してください。 
 

※データの確認にはエクセルが必要です。 
エクセルがない場合にはOpenOffice（無料）を 
インストールすることをおすすめします。 
 

OpenOffice 
http://ja.openoffice.org/ 

http://ja.openoffice.org/�


設定の変更について 
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初期設定で十分に情報が取得できるように 
設定をしていますので、そのままの状態を 
おすすめしますが、変更をしたい場合には 
任意で設定を変更してください。 
 
※変更によりパソコンに負荷がかかりすぎたり 
短時間のデータ取得で、すべての情報が 
取得できない可能性もあります。 



機能の解説 
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機能解説の順序 
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② 

③ 

① 

④ 

⑤ 

①解析する情報の設定機能 
②キーワード追加機能 
③キーワードリスト表示機能 
④キーワード解析結果表示機能 
⑤その他オプション機能 



①解析する情報の設定機能 
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① 



解析する情報を選択する 
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バックリンクコレクターProでは、さまざまなSEO情報の中から 
必要なものだけを選択して解析を行うことができます。 

項目名 項目の説明 

Links（総被リンク） サイトにリンクされている全てのリンク数 

External Links（実被リンク） 総被リンクから内部リンクを除いた実質的な被リンク 

Internal Links（内部リンク） サイト内部のリンク数 

To Outside Links（外部への発リンク） サイトからの発リンク数 

Domain Links（ドメイン被リンク） ドメイン全体に対してリンクされている全てのリンク数 

Domain Pages（Page@ドメイン） ドメイン全体で作成されている全てのページ数 

PR（ページランク） Google PageRankの値 

YC（ヤフカテ） Yahoo!カテゴリの登録状況 

Page Authority（ページ影響力） SEOmozが定めるページの影響力（上限100） 

Domain Authority（ドメイン影響力） SEOmozが定めるドメインの影響力（上限100） 



解析する情報選択時の注意点 

解析する情報をたくさん選択しすぎてしまうと、ツール側で取得する情報が増えることで 
一定時間経過すると情報の取得先からの規制がかけられてしまう場合あるため、 
「-1」（未取得、あるいは取得エラー）という解析結果が表示されるようになります。 
 
そのため、多数の情報を取得するという場合には 
いろいろなキーワードに対して情報を取得するのではなく 
【狙うキーワードがある程度明確になっているとき】に限定するようにしましょう。 
 
そのようにすることで、解析情報の取得エラーを防ぐことができるだけではなく 
最も重要なデータとなるキーワードのバックリンク情報のみを 
短時間で取得することができるようになります。 
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解析する情報の設定方法 
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項目名にチェックが入っていると情報の解析を行います。 
 
赤枠内の「ALL」ボタンをクリックすると全ての項目にチェックが入り、 
 
「DEF」ボタンを押すと初期設定で解析を行う項目として設定している、 
「Links」「External Links＆Internal Links」「Page Authority」 
「Domain Authority」の４つのみチェックが入るようになっています。 



キーワード解析結果とBL解析結果の違い 

バックリンクコレクターProでは、調査するキーワードで上位表示されているサイトの 
バックリンク数などの情報を取得するだけではなく、 
 
そのサイトにリンクされているサイトのバックリンク数の情報などを更に取得して 
バックリンクサイトの「質」を調べることができるようになっています。 
 
前者のキーワードに対する解析を「キーワード解析結果」で設定を行い、 
後者のバックリンクサイトに対する解析を「BL解析結果」で分けて設定を行うことができます。 
 
 
実際にキーワード解析結果とBL解析結果の設定を行って 
「ダイエット」のキーワードを調べたときの画面が次ページです。 

13 



キーワード解析結果とBL解析結果の違い 
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調べたキーワードで上位表示 
されているサイトの解析結果 

１位に表示されているサイトの 
バックリンクサイトの解析結果 

「キーワード解析結果」では、 
「Links」「External Links＆Internal Links」を 
選択しているのでその情報を取得します。 

「BL解析結果」では、 
「Links」のみを選択しているので、 
「External Links＆Internal Links」は
取得しません。 



②キーワード追加機能 
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② 



調べたいキーワードを入力する 
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調べたいキーワードを入力して「キーワード追加」ボタンを押します。 
キーワードを入力してから「Enterキー」を押しても追加可能です。 



関連検索ワードと連想ワードについて 
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例えば「ダイエット」のキーワードの場合は「運動」「方法」「食事」といった 
キーワードが「関連検索ワード」となりますが、 
「ダイエット」のような検索回数の多いキーワードの場合は 
関連検索ワードの情報を取得できないように規制されており、 
そういったキーワードの場合はこの機能を使うことができません。 
 
そのような場合は、他サービスなどから関連するキーワードを探すか、 
「連想ワード」機能をご利用ください。 
 
「ダイエット」のキーワードで連想ワード機能を使うと 
次ページのような結果になります。 



連想ワード機能を使ったときの画面 
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このように、キーワードから連想される 
キーワード情報を取得してリストに追加されます。 
 
「関連検索ワード」と「連想ワード」機能は 
調べたいキーワードなどに合わせて 
うまく使っていってください。 
 
（※関連検索ワード、連想ワードで取得する 
キーワードの件数などの調整は、 
後述する「ツール設定」で行うことができます） 



③キーワードリスト表示機能 
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③ 



キーワードリストで調べたいキーワードを設定する 
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① 

② 

③ 
④ ⑤ 

①・・・キーワードリスト調整機能 
左から順番に、下記の機能を使うことができます。 
「CSV読込」「CSV書出」「行削除」「表クリア」 
 
②・・・キーワードリスト表示機能 
リストに表示されているキーワードを上から順番に
バックリンク数などを調べていきます。 
 
③・・・同時実被リンク解析機能 
通常はキーワードに対する上位サイトの解析のみ 
行っていきますが、同時にバックリンクサイトの 
解析も行うことができます。 
（※利用時の注意点は次ページの通り） 
 
④・・・キーワード自動追加機能 
上位サイトのMETAキーワードから 
キーワードを取得してリストに追加します。 
 
⑤・・・取得開始機能 
キーワードリストにあるキーワードの 
情報取得を開始します。 
 



同時実被リンク解析機能の注意点 

１１ページでもお伝えした内容の繰り返しとなりますが、 
同時実被リンク解析を行うと、ツール側で取得する情報が増えることにより 
一定時間経過すると情報の取得先からの規制がかけられてしまうため、 
「-1」（未取得、あるいは取得エラー）という解析結果が表示されるようになります。 
 
具体的な機能の使い方は後述しますが、 
あとで実被リンク（External Links）だけを個別に調査することができる機能も 
バックリンクコレクターProには備わっています。 
 
解析するすべてのキーワードに対して同時実被リンク解析を行うと 
解析結果の取得に時間がかかってしまいますので 
 
この機能についても、すべてのキーワードに対して情報を取得するのではなく 
【狙うキーワードがある程度明確になっているとき】に限定するようにしましょう。 
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CSV読込 

機能：CSVファイル形式でキーワードをまとめてリストに追加 
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画面のようにA列に調べたいキーワードを並べて 
入力後CSVファイルを作成 
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CSV読込ボタンをクリックして 
作成したCSVファイルを選択後、「了解」をクリック 

24 



キーワードリストにキーワードが追加される 
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CSV書出 

機能：CSV形式でキーワードを保存 

26 



「CSV書出」ボタン→「CSVファイル書出」の順にクリック 

27 



任意の保存先を指定してファイル名を入力後、保存す
る 
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行削除 

機能：キーワードリストの行を削除 

29 



削除したいキーワードをクリックで選択して 
「行削除」ボタンをクリック後、「了解」をクリック 

30 キーワードが削除されます。 



表クリア 

機能：キーワードリストにあるキーワードを全てクリア 
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「表クリア」ボタン→「了解」の順にクリック 

32 キーワードリストがクリアされます。 



同時に実被リンクBL解析 

機能：通常はキーワードに対する上位サイトの解析のみ行うが、
同時にバックリンクサイトの解析も行う 
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「同時に実被リンクBL解析」にチェックを入れて 
「取得開始」をクリック 
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「同時に実被リンクBL解析」を行った場合の解析結果 
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■通常の解析結果 
調べたキーワードに対する 
上位サイトの情報のみ取得 

■同時に実被リンクBLの 
解析も行った場合の結果 
 
上位サイトの解析結果と 
１位から１０位までのサイト
のバックリンク情報を取得 
（初期設定） 



④キーワード解析結果表示機能 
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④ 



キーワード解析結果の見方 

①キーワード解析結果調整機能 
左から順番に、下記の機能を使うことができます。 
「CSV書出」「全解析結果保存」「表クリア」「タブ全クリア」 

②解析キーワード 
タブ表示 

③解析中断・ 
再解析機能 

④キーワード・BL解析パネル表示 

⑤キーワード・BL解析結果表示 ⑥詳細情報取得可能項目 
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主にチェックする項目について 

38 

基本的には「External Links」（実被リンク）を重視してチェックしてください。 
この部分がライバルチェックのときに確認する各サイトの被リンク数です。 

※稀に「Title」（サイトタイトル）が文字化けしていたり、 
 データが空になっている場合がありますが、これは不具合ではありません。 
 海外のサービスを利用している都合上、文字化けしたりすることもあるので 
 詳細を確認したい場合は直接該当サイトにアクセスして確認をお願いします。 



④－①．キーワード解析結果調整機能 

機能：「CSV書出」「タブ解析結果保存」「表クリア」「タブ全クリア」 
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CSV書出 

機能：選択中パネルのデータのみをCSV形式で保存 
 

※通常は自動的にCSVファイルが保存されます 
（CSV自動保存機能の設定は後述） 
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「検索順位」の情報をCSV保存したい場合 

41 

「検索順位」のパネルを表示している状態で 
「CSV書出」ボタンをクリックします。 



「CSVファイル書出」をクリック 
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任意の保存先を指定してファイル名を入力後保存 
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タブ解析結果保存 

機能：解析したキーワードのデータをCSV形式ですべて保存 
 

※通常は自動的にCSVファイルが保存されます 
（CSV自動保存機能の設定は後述） 
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保存したいキーワードのタブをクリックして（青枠） 
タブ解析結果保存ボタン（赤枠）をクリック 

45 



「一括書き出し」をクリックして「了解」をクリック 

46 



表クリア 

機能：選択中パネルの表のみをクリア 

47 



クリアしたいパネルをクリックして（青枠） 
表クリアボタン（赤枠）をクリック 

48 



「了解」をクリック 
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データがクリアされます。 



タブ全クリア 

機能：選択中タブのデータを全てクリア 

50 



データをクリアしたいタブをクリックして（青枠） 
タブ全クリアボタン（赤枠）をクリック 

51 



「了解」をクリック 

52 

タブのデータが全てクリアされます。 



④－②．解析キーワードタブ表示 

機能：解析したキーワードをタブで表示 

53 



タブを閉じる 

機能：解析したキーワードのタブを閉じる 

54 



閉じたいタブを選択して（青枠）「×」ボタンをクリック 
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閉じたいタブを右クリックして表示されるメニューから 
「このタブを閉じる」を選択しても閉じることができます。 

「ダイエット」タブが閉じられます。 



すべてのタブを閉じる 

機能：解析したキーワードのすべてのタブを閉じる 
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どれか適当なタブを右クリックして（青枠） 
「すべてのタブを閉じる」をクリック 

57 

すべてのタブが閉じられます。 



これ以外のタブを閉じる 

機能：選択しているタブ以外のタブをすべて閉じる 

58 



残したいタブを右クリックして（青枠） 
「これ以外のタブを閉じる」をクリック 
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残したいタブ以外のすべてのタブが閉じられます。 



④－③．解析中断・再解析機能 

機能：「解析中断」「再解析」 
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解析中断 

機能：キーワードの解析を中断 

61 



キーワードの解析途中に中断ボタンをクリック 
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解析中画面 

中断完了画面 

キーワードの解析を途中で終了させることができます。 



再解析 

機能：一度解析したキーワードをもう一度解析する 
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必要に応じて解析する内容を設定して（青枠） 
再解析ボタンをクリック 

64 



「了解」をクリックすると再解析を行う 
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④－④．キーワード・BL解析パネル表示 

機能：キーワード解析結果、BL解析結果をパネルごとに分けて表示 
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パネルの見方 

67 

検索順位・・・解析したキーワードの上位サイトの解析結果 
BL＠●位・・・上位サイトの実被リンク（緑枠）の詳細データ 

青枠の「BL＠●位」のパネルは 
緑枠の「External Links」（実被リンク） 
の詳細を表示します。 



④－⑤．キーワード・BL解析結果表示 

機能：解析したキーワードの結果を表示 
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解析結果の見方 

69 

キーワード・BL解析結果タブで設定した情報が表示されます。 
取得しない情報がある場合は、「-1」や「未取得」のように表示します。 

解析したキーワードで検索したときの順位 
（「１」なら１位のサイト） 



解析結果画面で行える機能 

70 

コピーしたいデータを選択してから右クリックすると 
タブ区切り、カンマ区切りでコピーを行うことができます。 
また、行の削除や表のクリアを行うことも可能です。 



④－⑥．詳細情報取得可能項目 

機能：解析したキーワードの結果から更に詳細な情報を取得 
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取得したデータから更に詳細な情報を取得する 

72 

「URL」「Domain」「Links」「External Links」「Internal Links」「To Outside Links」の 
５つの項目は、文字部分をダブルクリックすることで詳細な情報の取得が可能です。 
次ページから各項目ごとの情報取得について解説します。 



URLの詳細情報取得 

機能：「ブラウザで開く」「URL解析を行う」 
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ブラウザで開く 

機能：ブラウザにサイトを表示させる 

74 



URL部分をダブルクリックして表示される画面から 
「ブラウザで開く」をクリック 

75 



ブラウザでサイトが表示される 

76 



URL解析を行う 

機能：該当サイトのみ詳細な解析を行う 
 

※キーワード解析時に「実被リンク」「ドメイン被リンク」「PR」など 
すべてのデータを解析している場合は解析を行う必要はありません。 

77 



URL部分をダブルクリックして表示される画面から 
「URL解析を行う」をクリック 

78 



「URL追加」をクリックして「URL解析」をクリック 

79 

「Enterキー」でも追加することができます。 



URLの解析結果が表示される 

80 

※URL解析画面の詳しい使い方は後述します。 



⑤その他オプション機能など 
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⑤ 



⑤－① URL解析 

機能：URLを入力してバックリンク情報などを解析する 

82 



URLを入力してバックリンク情報などを解析する 

83 

バックリンクコレクターProでは、個別にURLだけを入力して 
ライバルサイトのバックリンク情報などを調べることができます。 



URL解析画面の見方 
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① 

② 

③ 

①・・・解析するURL入力欄 
②・・・解析するURLの一覧表示 
③・・・URLの解析結果 



①解析するURL入力欄 
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解析するURLを入力して「URL追加」をクリックします。 
URLを入力してから「Enterキー」でも追加可能です。 

URLを追加すると緑枠のように一覧に表示されます。 
続けてURLを入力して複数のURLをまとめて解析することもできます。 
データがたくさんある場合は、青枠のCSV読込機能などを使って 
解析したいURLを追加してください。 



②解析するURLの一覧表示 
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青枠の一覧に解析したいURLを追加したら 
「URL解析」をクリックします。 



③URLの解析結果 
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赤枠部分にURLの解析結果が表示されていきます。 
この画面でも「Links」や「External Links」などの文字部分を 
ダブルクリックすることで更に詳細を解析することができます。 
 
解析結果をCSVファイルで保存したいときや 
画面からデータを削除したいときは青枠部分のボタンを使ってください。 



⑤－② AutoSave先フォルダ 

機能：キーワード解析を行った結果をCSV保存しているフォルダを開く 
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キーワード解析を行った結果を 
CSV保存しているフォルダから開く 

89 

解析を行った結果は、自動的にフォルダに保存されています。 
（※自動保存しない設定は、次の「ツール設定」で解説します） 



自動保存されているフォルダが表示される 
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解析したキーワードごとのフォルダが作成されていますので 
フォルダを開いてデータの確認をすることができます。 



⑤－③ ツール設定 

機能：解析時の詳細設定 
 

※初期設定で十分に情報が取得できるように設定をしています。 
そのままの状態をおすすめしますが、 

変更をしたい場合には任意で設定を変更してください。 
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解析時の詳細設定 

92 

「ツール設定」では解析したいキーワードを設定するときの検索件数や 
バックリンク情報を取得する件数などの調整を行うことができます。 



ツール設定画面の見方 

93 

「ツール設定」では「基本設定」「キーワード入力設定」「検索結果設定」 
「個別アプリケーションID」「SEOmoz設定」の 
５つの項目ごとに分けて設定を行うことができます。 
次ページから各項目ごとの設定方法を解説します。 



基本設定 

機能：解析結果自動保存機能オン・オフ切り替えなど 

94 



「基本設定」の設定内容 
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解析結果の自動保存を行わない場合は 
チェックを外してください。（自動保存推奨） 

多数のキーワードをまとめて解析する場合、 
ツールの画面上から解析結果のタブが順次削除されます。 
何件までツール上に表示するかを設定します。 



キーワード入力設定 

機能：解析するキーワードを取得する際の設定 

96 



「キーワード入力設定」の設定内容 

97 

関連検索ワード取得時の階層の設定を行います。 
（詳細は次ページ） 

関連検索ワード・連想ワードを取得する際に 
最大で何個のキーワードを取得するかを設定します。 

連想ワード・自動キーワードを取得する際、取得するキーワードを 
もとのキーワードの複合キーワードとして解析するかを設定します。 



関連検索ワードの階層について 

98 

例：「ラサーナ」の関連検索ワードを取得する場合 

１階層まで取得 ２階層まで取得 

「口コミ」「シャンプー」「楽天」などの 
キーワードが１階層目になります。 

１階層目の「シャンプー」に対する
「口コミ」が２階層目になります。 



検索結果設定 

機能：解析して取得するデータ件数の設定 

99 



「検索結果設定」の設定内容 

100 

キーワードの解析を行うときに検索結果の上位何位まで 
データを取得するかを設定します。 

上位サイトのバックリンク情報を取得する際、 
何件まで取得するかを設定します。 

キーワード解析と同時に上位サイトの 
バックリンク情報を取得する場合、 
上位何位まで取得するかを設定します。 

外部リンクとして判断する基準を 
「ドメイン」にするか「IP」にするかを設定します。 



検索結果設定を行った場合の画面 

101 

検索上位５位までの 
情報を取得します。 

バックリンク情報を 
10件まで取得します。 

検索上位５位まで情報を取得したうち、 
同時に取得するバックリンク情報は 
３位までを取得します。 



個別アプリケーションID設定 

機能：Yahoo! API IDの設定 

102 



個別アプリケーションIDの設定内容 

103 

この画面ではYahoo! API IDの設定を行うことができます。 
IDの取得方法などについては別テキストを参照してください。 

情報の取得間隔を短くしたい場合、 
あるいは規制がかからないように長くした場合は、 
こちらで数字の調整を行ってください。 
（基本は初期設定のままで構いません） 



SEOmoz設定 

機能：SEOmozのID・Secret Key設定 
（月９９ドルの有料アカウント登録が必要） 

104 



SEOmozの設定内容 

105 

この画面ではSEOmozのIDなどの設定を行うことができます。 

情報の取得間隔を短くしたい場合、 
あるいは規制がかからないように長くした場合は、 
こちらで数字の調整を行ってください。 
（基本は初期設定のままで構いません） 



その他 

ライセンスのリセットとデフォルトに戻す設定 

106 



ライセンスリセット 

107 



ライセンスのリセット 

108 

ライセンスをリセットして別PCでツールを起動したいときは 
画面左下の「ライセンスリセット」をクリックしてください。 



「了解」をクリック 

109 



ユーザー名とパスワードの入力を求められるので 
どちらにも「admin」と入力する 

110 

半角英数で「admin」と入力してください。 
（カッコは含みません） 

入力したら「OK」をクリックします。 



メールアドレスとパスワードのライセンス情報を入力し
て 

対象ツールを選択後、「送信」をクリック 

111 



「処理成功」と表示されればリセット完了 

112 

このように表示されれば、この時点で別のPCで 
バックリンクコレクターPROを使うことができるようになります。 



デフォルト設定に戻す 

113 



「デフォルトに戻す」をクリック 

114 

ツールの設定を初期状態に戻したい場合は 
「デフォルトに戻す」をクリックします。 



「了解」をクリック 

115 

デフォルトに戻すと、データを検索する件数やアプリケーションID設定など 
すべての設定データが初期に戻りますので、注意してください。 
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